
8.22 CIM解決研究会第 40回勉強会のご報告 

                            平成 30年 8月 27日 

CIM解決研究会事務局 

去る紀尾井フォーラムにおいて、33名の参加者を得て第 40回の CIM解決研究会勉強会が開催されました。 

勉強会前には、正会員のみが参加できるクローズの会が開催されました。また、勉強会冒頭では、㈱アクティオの今関

政美理事によるご挨拶を頂きました。 

 

 

 

 

                                 

「I-CON に活用できる、バームステーションと 3D スキャニングデータの事例紹介」 クモノスコーポレーション㈱      

中庭和秀様                                                                  

桟橋補強の現場における水中スキャナを活用したモデリングの事例や、ネパールでのバックパック計測に関するお話を

頂きました。参加者の方からは「ＬＳの実例が今後の実用性に役立った。維持管理面でもクモノスは興味深かった。」とい

った感想を頂きました。 

   

 

 

    

 

 

「Fuzor2018と土木関連の事例ご紹介」 レッドスタックジャパン㈱ 小宮山涼介様  

VR機能を活用した工事現場の近隣説明会や、日影シミュレーションなどの Fuzorの活用事例に関するお話を頂きまし

た。参加者の方からは「アバターが動かせる点が斬新でした。」といった感想を頂きました。 

 

 

 

 

 

 



 

「現場の 3次元化事例等」    当会 福士幹雄、齊藤学一 

福士からは、広島県のゴルフ場の案件に関する事例などに関する発表をさせて頂きました。齊藤からは、自身の新会

社・KOSENネットワークホールディングスに関する説明などをさせて頂きました。参加者の方からは「多面的にプレゼン

することが重要と改めて認識出来ました。」といった感想を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

勉強会終了後の懇親会には 20名の方にご参加いただきました。沢山ご来場頂き有難うございました。 

 

 

  


